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議会だよりはスマートフォンやパソコン、タブレットからでもご覧になれます。

平山　栄二 さん
（山三ケ簡易郵便局長）

ひらやま えいじ

尾川　博文 さん
（宇納間郵便局長）

おがわ ひろふみ

7月1日付けで着任しました。
宜しくお願いします。

田中　耕平 さん
（入下郵便局長）

たなか こうへい

みなさんと一緒に美郷町を
盛り上げたいと思っています。

日頃より、少しでも皆様のお役に立てるよう、
地域の拠り所になるような郵便局を目指しま
す。ぜひお立ち寄りください。
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男女共同参画について
　　　　��｢まちづくり懇話会」の女性委員の方か

ら、子育て世代の委員や女性への配慮
について要望があったようだ。その後の
町の対応は。

　　　　�男女共同参画推進の観点から配慮が必
要であり、各課に対応を指示した。具体的
には、本年3月の「ちくせん交流会」におい
て授乳室やキッズスペースを設置した。

　　　　�子育て支援センターにおいても柔軟な対
応をしていく。

　　　　���男女共同参画推進条例の中の男女共同
参画審議推進委員が３年間不在のまま
だ。委員不在のままでは、条例そのもの
がなり立たない。条例は町民との約束と
考える。約束が守られていないのでは。

　　　　�審議が必要な時に審議推進委員を選任
することにしていたが、空白がないように
委員を選任していく。委員選任の空白を
作って、申し訳なかった。

北郷地区「雄滝」につづく作業
道の町道認定について
　　　　��この作業道は、水源地の点検に行くの

も困難な状況である。このまま手をつけ
ず放置しておいて良いものか？

　　　　�このまま放置しておいては、いけないと考
える。

　　　　��優れた観光資源へのアクセス道であ
り、町の水道施設の管理道でもある。
「町道の路線認定基準に関する規定」に
おいて、町道として認定できないか。

　　　　�認定は難しいが、観光資源、水源管理の
二面から今後の整備について検討してい
きたい。

山
やまもと

本　文
ふ み お

男  議員

山 本

山 本

町 長

町 長

町 長

町 長

町政を問う町政を問う町政を問う 一般質問
　令和６年第３回定例会の一般質問は９月５日・６日に行われ、８名の議員が一般質問を行いました。主
な質問と答弁の内容は次のとおりです。
　また、本会議でのやりとり（会議録）がホームページで閲覧でき、一般質問もすべて見
ることができますので、ぜひご覧下さい。（議会終了後、会議録の調製等に３月程度かか
りますので、あらかじめご了承下さい。）

山 本

山 本

▲北郷地区の「雄滝」（おたき）

議会を見にこんね！
どなたでも傍聴できます。
傍聴席の人数制限はございませんので、お気軽に
議場へお越しください！

次回定例会は、
12月６日㈮
開会予定です。

第３回定例会
の傍聴者数
17人

第２回臨時会
の傍聴者数
０人

※臨時会は一般質問を行いません。

※体調不良の方は傍聴をご遠慮願います。また、手指の消毒をお願いしております。
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鳥獣害対策について
　　　　��サルの生息状況について、現在どれほ

どの頭数がいるのか、町として把握して
いるのか。

　　　　�私達も状況を把握していないためアケー
ト調査を全町民に対して行います。今こち
らで把握しているのは出没件数と場所を
考慮いたしまして、３から4集団あり、目
撃情報から30頭から40頭の群れで活
動、また、はぐれオスザルについても数例
の情報がある。

　　　　��サルにGPSを装着し、その動きを農家
も確認できることにより追い払いがで
きる事業を行ってはどうか。

　　　　�個体数を減らすことが重要。対策効果を出
している市町村に職員を派遣し、GPSによ
る生息調査を来年本格的に行う。９月補正
に準備調査を組み、７年度にしっかりとし
た有害対策を取り組む予定。農家のモチ
ベーションが下がらないように、また、人的
被害が出る前に手を打ちたい。

　　　　��ドローンによる追い払いはどうか。
　　　　�追い払いは良いが、それがどこへ行くのか

懸念される。先進地の取り組みも参考に
し、有効であれば考える。

美郷町観光協会の必要性について
　　　　�美郷町には令和6年度当初予算で

1,381万８千円の補助を受けて、活動し
ている（一社）美郷町観光協会が存在し
ているが、活動している事業が何も見え
てこない気がする。このような観光協会
は本当に必要なのか、町長の考えを伺う。

　　　　��町民の目からは見えにくいが、一定の取り
組みは見られているので、その点について
は了解してほしい。しかし、改善する所が
ある。

栗園のドローン防除について
　　　　��生産者が高齢者となり、高品質の栗を

生産する上でドローン防除を考える必
要があるのではないか。

　　　　�ドローン防除は、ある程度の効果があ
る。

　　　　�高齢化していく中、労力を軽減することで
ドローン防除は必要になる。栗、稲に限
らず、美郷町には梅や柚子などいろいろ
ありドローン防除が一番良い。補助となる
と、どれくらいの経費が掛かるか精査し、
スマート農業に変えていきたい。

　　　　��組織体制と各種団体との連携が不十分
だった。自主的な観光協会にしていきた
い。

　　　　��観光協会は独立した組織なので、町とし
てはあまり口をはさみたくないが、議会か
ら懸念がある事は伝えていきたい。独自
性をもたせた見える観光協会にしていき
たい。令和６年度、令和７年度の変化をみ
て対応していきたい。

　　　　�１年間経過を見て、変化がない場合は
再度質問させていただきたい。

川 村

甲 斐

甲 斐

甲 斐

農林振
興課長

町 長

町 長

川 村

町 長

甲 斐

町 長

甲
か い

斐　秀
ひでのり

徳  議員

川
かわむら

村　義
よしゆき

幸  議員 ▲（一社）美郷町観光協会
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農業の担い手・育成対策について
　　　　��美郷町は農林業等、第一次産業で所得

を得ている人が多く、町を支える大事な
産業の一つであるが、高齢化、後継者不
足に伴い離農、廃業をする人が増えてき
ているが、その対策は。

　　　　���現在、農家の所得向上と農地保全、遊休
地解消、担い手や後継者の確保、育成等
の様々な支援策を講じており、その中には
他の市町村には無い町独自の支援策もあ
り、これらの支援が離農や廃業対策にも繋
がるのではないかと考えているため、現在
の支援策を継続して実施していきたい。

これからの農業支援について
　　　　�これから先の農業（米づくり）を続けて

いく上で水田の土手・あぜの管理が軽
減出来るように、町として何か対策を考
えていないか伺う。

　　　　��コンクリート張り工等は予算的に膨大に
なる。それに変わるものとして令和５年度
から防草シート等の実証実験を行ってい
る。現段階では、メリット・デメリットがあ
るようである。

　　　　��防草シートと被覆植物での対策、特に被
覆植物にこだわりたい。実証実験を重
ね、推奨していきたいと考えている。これ
であれば田園風景も壊すこともないと思
われるので、進めていきたい。

農業資材の物価高騰対策について
　　　　��物価高に伴い町民生活に影響が出てい

ると思われるが、農林業においても燃
料、肥料、資材、機械代等が値上がりして
おり、離農を推し進める一つの要因と
なっているが、物価高に対する支援策は。

　　　　���農業従事者の自助努力でもどうしようもな
い、外的要因や社会情勢による値上がり
等、農業者に責がない部分については、き
ちんと補助していきたいと思っている。

農業所得の安定化について
　　　　��全国的に賃上げが進んでいる中、農家

所得については物価高騰もあり所得と
して下がっているのではと懸念している
が、その支援策は。

　　　　���国の食料・農業・農村基本計画が改正さ
れて、今後国の方で農作物のコスト面を
含めた適正な価格への見直しに向けて
議論されていくと理解しており、ある程度
今までと違った収入の安定に繋がるので
はと期待している。

　　　　�自走式草刈機（モア）は農家にとって必
需品になると思われるが、スマート農業
に力を入れている町としては、この自走
式草切機（モア）も助成・支援する考え
はないか伺う。

　　　　��現在購入制度はあるので、申請して欲し
い。出来れば中山間組織で購入して頂き、
共同利用で進めて欲しいと思っている。

　　　　�中山間組織を脱退した所は、町のいろい
ろな助成の中で、その集落を助けていき
たいと思っている。

早 川

町 長

中 嶋

町 長

早 川

町 長

町 長

中 嶋

中 嶋

町 長

中
なかしま

嶋　奈
な ら お

良雄  議員

早
はやかわ

川　節
せ つ お

夫  議員

▲被覆植物（センチピートグラス） ▲自走式草刈機（モア）
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携帯電話の不感地帯解消について
　　　　��町内各地の不感地帯の実態を、具体的

に定期的に把握しているのか。
　　　　�毎年国からの調査があり、西郷の一地区を

報告していた。ただし昨年辺りから繋がらな
い地区があるとの情報なので、区長を通じ
て町内全域の実態調査を予定している。

　　　　��町内の携帯電話エリアをマップ化でき
ないか。

　　　　�大変な作業ではあるが、携帯会社ごとの
感知・不感地帯のマップ作成は不可能で
は無いと考える。

　　　　��不感地帯解消は費用対効果もあり、事
業者の判断が大きいと考える。町内不
感地帯や繋がりにくい地域住民と要望
活動は出来ないか。

　　　　�問題無いと考える、その場合には町として
も協力したい。

町民医療関係情報のシステム管理について
　　　　�町の1病院２診療所の医療情報は、電子

カルテにて管理されている。現在、情報
は病院を受診した方のみとなり、受診
の無い方が急患の場合、必要な医療処
置が遅れる場合があると思われる。

　　　　�改善する為に、町民個々の情報（特定健
診・健康診断等）を西郷病院で管理し、
時間外での対応ができるようシステム
構築できないか伺う。　

　　　　�現在、国は電子カルテ情報の標準化や情
報共有サービスの構築を進めている。実
現すれば全国で個人の医療情報を閲覧す

ることができるように
なり、処方箋情報、
検診結果、予防接種
履歴等がすぐ確認で
きるシステムが構築
される。町はそのシス
テムを同様に利用
し、安全で迅速な医
療体制が提供できる
よう進めていく。

町内義務教育学校の部活動について
　　　　��町内の３校の部活動の現状について伺う。
　　　　�美郷北義務教育学校はバレーボール・陸

上・ソフトテニス、西郷義務教育学校はソフ
トテニス・陸上・野球、美郷南学園は野球・
バドミントンを実施している。町内の参加
率は８７％で県下では５７％となっている。

　　　　��休日拠点校方式の今後の展開は。
　　　　�現在はソフトテニスにおいて北郷と西郷、野

球では西郷と南郷で実施している。生徒の
学校間の送迎についてはスクールバスの運行
（長期休業中）も行っている。今後は、生徒の
希望に沿う形で拡充できればと考える。

　　　　��今後より一層の生徒数減少が懸念され
る、本町において危惧される問題点は。

　　　　�団体競技は厳しいものがあるが、拠点校
方式により維持できればと考える。また
文化部の設立も検討したい。

森林環境譲与税の活用による林業振興について
　　　　�林業は水源涵養、災害防止などの多面的

機能が発揮できるように努め、適正な森
林整備を行い、木材販売による町民の所
得向上を図る必要がある。譲与税を活用
し、下記の取組みが出来ないか伺う。

　　　　�①森林整備作業員の確保支援
　　　　�②森林台帳の整備支援
　　　　�③森林作業路の補修整備
　　　　�現在、譲与税活用により林業の担い手確

保の為、多様な補助を行っている。今後
も継続し、充実して行く。台帳整備につ
いては、稼働している林地台帳・森林簿
分散管理システムの２つ整備を進めてい
く。作業路整備も継続して進める。

川 村

町 長

若 杉

若 杉

若 杉

町 長

町 長

町 長

川 村

教育長

教育長

教育長

若 杉

若 杉

若 杉

町 長

若
わかすぎ

杉　伸
し ん じ

児  議員

▲美郷町の豊かな森林

※休日拠点校方式とは…
生徒数の減少等の問題に
より学校同士で休日の部
活動を一緒に実施し、大
会等にも参加する方法

▼

神
話
街
道
の
携
帯
電
話

　

感
知
地
帯

中
な か た

田　武
たけみつ

満  議員
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１３０億６,１５１万円を認定
一般会計 ９７億円　特別会計 ２５億円　病院会計 ７億円

その使われ方は…
？

　水道組合等が業者へ業務委託するろ過砂洗
浄、水源地清掃等に対して助成を行いました。
　令和5年度においては、台風の影響により水道
管等の破損が発生し、修繕工事に対しても助成を
行いました。

令和５年度

決算

小規模水道施設等維持管理補助金

　一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、障がい
者世帯等が家族や友人のいる住み慣れた地域
で、安心して生きがいのある自立した日常生活を
営むことができるようにするための支援を行いま
した。
　民生委員との連携により地域の気になる人の
情報提供していただき、漏れのない支援体制の構
築に努めています。

※フレイル・・・健康な状態と要介護状態の中間の段階の状態であ
り、対応しないと要介護状態に陥りやすい状態のこと。

安心生活創造推進事業

主な実施事業

（相談内容）

西郷地区　９水道組合

北郷地区　４水道組合

南郷地区　５水道組合

計　１８水道組合

補助額

補助額

補助額

合計

2,786,000円

1,628,000円

2,271,000円

6,685,000円

主な相談事項 件　数

57件

82件

166件

114件

93件

303件

815件

2．583件

介護保険に関すること

介護予防・フレイルに関すること

保険医療

障がい福祉・高齢者福祉サービス

認知症に関すること

その他（権利擁護・生活状況把握）

　　　　　　合　計

見守り支援

美郷町木質バイオマス供給協議会の事業について
　　　　�美郷町木質バイオマス供給協議会は、

町の委託を受けてバイオマス発電事業
等の調査を令和4年度は990万円、令
和5年度は250万円、令和6年度は408
万円をかけて調査を行っているが、内容
とその成果を伺う。

　　　　�発電等の専門的な調査は、専門家に委託
して行った。検証の結果、熱電供給や熱
利用事業は年間収支が赤字になるとの
結果が出た。また、バイオマスボイラーに
ついては機械が高く厳しい状況ですが、
最終的な結論はバイオマス供給協議会
が出すと考えている。

介護車の購入助成について
　　　　�高齢者や身体障がい者がタクシーに乗

降する時、車いすのままでは乗降が大変
不便である。介護車は高額のため、タク
シー会社が購入する際に町の助成が必
要だと思うが、町長の考えを伺う。

　　　　�今後は検討すべきだと考えるが、現在助
成は考えていない。

川 村

町 長

町 長

川 村

川
かわむら

村　嘉
よしひこ

彦  議員

▲他自治体にあるバイオマス発電所
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１３０億６,１５１万円を認定
一般会計 ９７億円　特別会計 ２５億円　病院会計 ７億円

その使われ方は…
？

　水道組合等が業者へ業務委託するろ過砂洗
浄、水源地清掃等に対して助成を行いました。
　令和5年度においては、台風の影響により水道
管等の破損が発生し、修繕工事に対しても助成を
行いました。

令和５年度

決算

小規模水道施設等維持管理補助金

　一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、障がい
者世帯等が家族や友人のいる住み慣れた地域
で、安心して生きがいのある自立した日常生活を
営むことができるようにするための支援を行いま
した。
　民生委員との連携により地域の気になる人の
情報提供していただき、漏れのない支援体制の構
築に努めています。

※フレイル・・・健康な状態と要介護状態の中間の段階の状態であ
り、対応しないと要介護状態に陥りやすい状態のこと。

安心生活創造推進事業

主な実施事業

（相談内容）

西郷地区　９水道組合

北郷地区　４水道組合

南郷地区　５水道組合

計　１８水道組合

補助額

補助額

補助額

合計

2,786,000円

1,628,000円

2,271,000円

6,685,000円

主な相談事項 件　数

57件

82件

166件

114件

93件

303件

815件

2．583件

介護保険に関すること

介護予防・フレイルに関すること

保険医療

障がい福祉・高齢者福祉サービス

認知症に関すること

その他（権利擁護・生活状況把握）

　　　　　　合　計

見守り支援

　国や県の交付金事業及び補助事業を導入し、地
域活性化や担い手の育成、農畜産物の生産性及び
収益性の向上のために施策をおこないました。

〇新規就農給付金
　西郷２名　・　北郷２名　　計４名
　事業費　　　　４，５６０，０００円

〇農業次世代人材投資事業（経営開始型）
　西郷１名　・　北郷１名　　計２名
　事業費　　　　３，０００，０００円

〇新規就農基盤整備対策事業
　南郷１名　鶏舎建設４棟
　事業費　　　１０，０００，０００円
※畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業への上乗せ助成あり

農業の振興

　地域におけるコミュニティ活動を促進するため、
集会、研修会等に利用する施設整備に対して助成
をしました。

〇花水流地区集会施設整備事業補助金
　設計・管理費
　集会施設建設工事費
　敷地舗装工事費
　建物表題登記・保存登記費
　補助金額　　　　４０，２４８，０００円

地区集会施設整備事業補助金

現  地  調  査

 ９月１７日には、決算等審査特別委員会で現地調査を行いました。町内６箇所の施設や現地で担当
者から説明を伺いました。

〇美郷町会議規則により議会運営委員会に付託された下区の請願について報告します。

請願第１号　下区における集落機能の維持を求めること 　査結果： 採択しました

▲美郷栗選果場　早生栗の出荷状況 ▲中小屋キャンプ場　コテージ解体・運営状況

▲新築された花水流コミュニティセンター ▲改修された奥の畑住宅

▲花水流コミュニティセンター
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　７月より峰村芳生代表監査委員と早川節夫
議選監査委員によって約1ヶ月に渡り決算審査
が行われ、9月４日議場において峰村氏より議
会へ決算審査に関する意見報告が行われまし
た。

▲監査委員による現地視察(スマート農業機械等購入)

監査委員の目

認定付記事項として・・・

令和5年度は、令和4年度から続いた台風災
害により災害復旧費が大幅に増加し、他の
各種事業は例年より圧縮せざるを得ない状
況であった。
町内受注業者側もオーバーフロー気味で
あったかと思われる。このため普通建設事
業費の各種事業では減少したものもあった
が、従来からの町の福祉、産業等分野の各
種事業は適切に実施され、適正な財政運営
が行われたと認められる。

令和４年度の南郷地区コテージ施設に引き
続き、令和５年度は(株)南郷温泉と(株)石峠
レイクランドの指定管理も第3セクターから
民間事業の(株)ケイメイに変更され、将来を
展望した取組みがなされた。

〇

〇

畜犬登録の漏れがないように対策を行うこと。また、狂犬病予防注射の接種率向上の取組み
を行うこと。
現行の健康保険証は、令和6年12月2日から廃止され、新規発行されず、マイナンバーカードと
一体化されるので、更なる町民への周知を図ること。
自主放送番組（きららびじょん）は、住民の意向を反映させ、更なる住民の福祉の向上に繋が
る内容に努めること。
学校の統合やスクールバスによる通学等により、以前と比べて、地域住民と学校の隔たりが出
来ているように思えるので、学校、ＰＴＡ、教育委員会と連携して、地域に根差した存在となるよ
うな取組みをすること。
ふるさと納税の寄附額は、町の重要な事業に充当されているので、今後も寄附額を伸ばすよう
努力すること。
実測課税に移行前に、事前周知を徹底すること。
町民から災害危険個所や災害現場の報告があった際には、工事等の対策の有無に関わらず、そ
の方針を町から関係者に対して、具体的な内容を回答すること。加えて、町民から要望を受け
ている事業の進捗状況についても、関係者に定期的に報告すること。

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

口頭による意見として・・・
鳥獣捕獲員の確保のため、狩猟免許の取得の推進を図ること。
町の補助団体である（一社)美郷町観光協会については、観光客誘致など町の経済効果に資す
る活動になるよう指導すること。

①
②

ポイント 「付記事項」とは…
審査の結果に審査事項に対する要望等を付け加えるもの。

（監査意見書　一部抜粋）
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※議案一覧・議決結果は、ホームページでご覧になれますが、
　ＱＲコードでも簡単にご覧になれます。

議案一覧 議決結果

一般会計予算補正予算
　　　　　　４億７，６１０万８千円を追加

　令和６年第３回定例会は、９月４日から９月18日
までの15日間開催され、補正予算をはじめ、工事請
負契約等、計18件の議案が提出され、いずれも原案
のとおり可決しました。

第３回
定例会

条　例補正予算 その他

６件

工事請負

２件９件 ２件

可
決

災害復旧に向けて

○農地・農業用施設災害復旧費
　　　　　　　　  ５，９４６万円

野生猿対策事業　　　１０５万円

○林業施設災害復旧費
　　　　　　　　  １，９５０万円

○道路橋梁災害復旧費
　　　　　　　　 １億５７０万円

　台風10号災害の対応に伴う測量設計や災害査定用写真等の撮影、重機借り上げ料など補正し、災

害復旧に取り組む。

　壁と天井を張り、窓枠にサッシや網戸を取り付け、患者さんの負
担軽減を図ります。

鳥獣被害対策について

南郷診療所施設改修工事

　西郷地区では、例年に比べ野生猿による被害が急激に増加しており、迅速な対応を求める要望が

増加しています。

　猟友会と連携して、追い払いや捕獲を試みていますが、住宅街付近での出没割合が多いため、銃

の使用が制限されています。極めて短時間での効果が必要とされています。

▲２級町道　山瀬橋・長崎線　菊田商店付近

追払対策関連費用　６６７，０００円

南郷診療所バス待合所改修工事　９７２，０００円

野生猿捕獲檻（３基）２９１，０００円
その他関連用品　　 ９９，０００円

電動ガン　６丁・バッテリー・充電器
ライフルケース・バイオ弾・導入指導料等〔　　　　　　　　　　　　  〕

▲

野
生
猿
の
被
害（
梨
園
）

▲南郷診療所バス待合所

　７月より峰村芳生代表監査委員と早川節夫
議選監査委員によって約1ヶ月に渡り決算審査
が行われ、9月４日議場において峰村氏より議
会へ決算審査に関する意見報告が行われまし
た。

▲監査委員による現地視察(スマート農業機械等購入)

監査委員の目

認定付記事項として・・・

令和5年度は、令和4年度から続いた台風災
害により災害復旧費が大幅に増加し、他の
各種事業は例年より圧縮せざるを得ない状
況であった。
町内受注業者側もオーバーフロー気味で
あったかと思われる。このため普通建設事
業費の各種事業では減少したものもあった
が、従来からの町の福祉、産業等分野の各
種事業は適切に実施され、適正な財政運営
が行われたと認められる。

令和４年度の南郷地区コテージ施設に引き
続き、令和５年度は(株)南郷温泉と(株)石峠
レイクランドの指定管理も第3セクターから
民間事業の(株)ケイメイに変更され、将来を
展望した取組みがなされた。

〇

〇

畜犬登録の漏れがないように対策を行うこと。また、狂犬病予防注射の接種率向上の取組み
を行うこと。
現行の健康保険証は、令和6年12月2日から廃止され、新規発行されず、マイナンバーカードと
一体化されるので、更なる町民への周知を図ること。
自主放送番組（きららびじょん）は、住民の意向を反映させ、更なる住民の福祉の向上に繋が
る内容に努めること。
学校の統合やスクールバスによる通学等により、以前と比べて、地域住民と学校の隔たりが出
来ているように思えるので、学校、ＰＴＡ、教育委員会と連携して、地域に根差した存在となるよ
うな取組みをすること。
ふるさと納税の寄附額は、町の重要な事業に充当されているので、今後も寄附額を伸ばすよう
努力すること。
実測課税に移行前に、事前周知を徹底すること。
町民から災害危険個所や災害現場の報告があった際には、工事等の対策の有無に関わらず、そ
の方針を町から関係者に対して、具体的な内容を回答すること。加えて、町民から要望を受け
ている事業の進捗状況についても、関係者に定期的に報告すること。

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

口頭による意見として・・・
鳥獣捕獲員の確保のため、狩猟免許の取得の推進を図ること。
町の補助団体である（一社)美郷町観光協会については、観光客誘致など町の経済効果に資す
る活動になるよう指導すること。

①
②

ポイント 「付記事項」とは…
審査の結果に審査事項に対する要望等を付け加えるもの。

（監査意見書　一部抜粋）
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議 活 報会 動 告

議会からの質問及び回答

　耳川広域森林組合の森林整備の状況とその課題について、説明を受けました。

　令和５年度実績で耳川全体の美郷町内の造林面積は、令和５年度実績で耳川全体の約47％の248ｈ
ａ、また、令和４年度実績によると、県内で造林面積割合は約15％で多くの面積となっています。

　今後は、働き手確保のために、更なる林業のＰＲや雨天時でも安定収入が得られる事業の開拓、また、
森林整備に必要な作業道の災害復旧に、森林環境譲与税の活用が出来ないか検討すべきであると感じま
した。また、関係市町村と森林組合が、県に対して現場の実情を訴えるなど、森林環境譲与税の使途につ
いての勉強会・意見交換会を実施して、より効果的な活用を県と一緒に模索してはと思いました。

令和１年度～令和３年度に日向市内小中学高校に木育授業や就職説明会などに参加。
門川高校生を除き、中高生の殆どが林業の仕事を知らないと感じた。

・職業体験や林業体験学習の実施
・耳川広域森林組合の紹介動画も作成予定、ＰＲに努めている。

文教産業常任委員会 1．日時　令和６年７月11日（木）
2．場所　美郷町役場　議会委員会室

議会全員協議会 1．日時　令和６年９月18日（水）
2．場所　美郷町役場　議会委員会室

『森林組合の業務内容と課題について』

【閉鎖理由】
　令和２年度理事会では、、北郷加工センター集約の方針が出
ていたが、ウッドショックにより製品価格が高騰し、製材を継続
しました。ウッドショックが終わり、令和５年度より製品価格が急
落したため、また、新築住宅着工戸数の減少、住宅自体が小さく
なり製品の受注が減少しており、経営継続が難しく、また今後の
製品の受注の拡大が見込めず10月末を持って閉鎖することに
なりました。

　その他、経営状態や従業員への説明までの経緯、おが屑不足による畜産農家への影響などの聞き取り
を行いました。
　議会では、今後も加工センター閉鎖に伴う影響などを耳川広域森林組合と検証し、協議をする予定です。

Ｑ：今後の対応については、どうなっているのか？
Ａ：従業員には森林整備の作業員への配置転換などの希望を聞いている。跡地は、木材の受入れを引
　　き続き行い、委託販売で選別料や手数料を受け取る。苗木販売やバイオマス炭を検討している。
Ｑ：なぜこの時期なのか？
Ａ：令和6年度第１四半期の赤字が昨年度の３倍であり、年度末までに約9,200万円の赤字が増える
　　と見込まれ、閉鎖を先送りすれば、益々赤字が増えることになる。

『森林組合の加工センター閉鎖について』

課題① 働き手の確保が必要

対策

雨天時に仕事が出来ないため、安定した収入が得られない。

課題② 若い人が就業しても殆ど長続きしない

理由

施業計画がある箇所を優先的に行っている。
大規模補修が出来ない状況にある。

課題③ 作業道の補修を待っている方が多い

現状

※一部抜粋 ▲北郷加工センター

1010 美郷町議会だより



子供に優しい犬でした

川村　義幸 議員
かわむら よしゆき

議員のひと言コーナー

　敬老の日はいつから始まったの
だろう？
　戦後、戦地に子供を送った親は
精神的に疲労の極にあった。この
親たちに報いるために設けられた
もので「老人を大切にし、年寄りの
知恵を借りて村つくりをしよう」と
開かれた行事がきっかけだそうだ。
　最初は「としよりの日」として、な
んと55歳以上の人が対象だったと
いうから驚く。
　今、55歳といえば油の乗り切った
牽引車的存在の働き盛りである。高
齢者は65歳からだが、この長寿命社
会、引退するにはなんとも早すぎる。

「としよりの日」
なす とみしげ

那須　富重 議員

　秋の彼岸が近づくにつれ、小黒
木街道は彼岸花で彩られ地域が明
るくなります。
　この彼岸花は、公民館活動で集
落の人達が黒木～小黒木間の約５
キロにわたり植えつけました。今で
は株が増えて、花の無い今の時期
に真っ赤な花を咲かせてくれ、その
様は彼岸花のガードレールの様で
す。夜の彼岸花も美しく、車のライト
に赤い花が浮かび上がります。
　今後は赤だけでなく、白、黄色の
彼岸花も植えて地域を活性化して
いきたいものです。

彼岸花ロード

中嶋　奈良雄 議員
なかしま ならお

　我が家の愛犬が、先日病気で亡く
なってしまいました。
　この犬は、長い間有害駆除に貢
献してくれた犬でした。私が、狩猟
を辞めてからも一緒に時を過ごし
ていました。狩猟を辞めてからも、
朝散歩の時は、山に行きたくてたま
らない仕草を毎日していました。現
役の頃に駆除した猪、鹿は数えき
れないほどです。本当にお世話に
なった犬でした。
　農作物の獣害による被害は今日
も続いています。私が現役だったら、
もっと活躍してくれていたと思い、
残念で悔やまれてなりません。

　　年に一度開催しております、「広報モニターさんとの意見交換会」を９月24日に開催しました。
　当日は、様々な視点からごご意見や要望をいただき、大変参考になりました。
　　いただいたご意見は委員会で検討を行い、より良い議会広報誌づくりに努めてまいります。

『美郷町議会だより』への貴重なご意見、
ありがとうございました！

〈いただいたご意見〉

◦�表紙に人物を紹介する場合、本人の了解で
あれば出身地を記載してみてはどうか。

◦�追跡調査で解決・改善なら良いが、追跡の
甲斐なく、対処・対策ができない理由が知
りたい。

◦専門用語のミニ解説がありがたい。
  ※�印やポイントを使って、適度に解説していただけれ

ば良いかなと思う。

◦各地域の抱える課題を知ることができる。
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年
で
55
年
に
な
り
ま

す
。散
髪
が
終
わ
っ
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

店
の
前
に
あ
る
、国
道
の
植
込
み
の

手
入
れ
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、い
つ
か
ら
で
す
か
？

　
国
の
計
画
で
歩
道
以
外
は
ゼ
ブ
ラ
帯

（
道
路
に
縞
模
様
で
書
か
れ
た
指
示
表

示
）の
予
定
だ
っ
た
が
、地
区
民
で
管
理
す

れ
ば
緑
地
帯
に
し
て
も
良
い
と
い
う
こ
と

で
、自
分
た
ち
で
手
入
れ
す
る
よ
う
に
な

り
、25
年
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
場
の
管
理
は
い
つ
か
ら
で
す

か
？

　
今
年
で
15
年
位
に
な
り
ま
す
。最
初
は

10
人
ぐ
ら
い
で
始
め
た
け
ど
、高
齢
化
で

減
っ
て
い
き
、今
は
2
人
だ
け
が
残
る
状

態
で
す
。

楽
し
み
は
何
で
す
か
？

　
春
に
は
お
茶
畑
の
手
入
れ
、夏
は
ス

イ
カ
作
り
と
う
な
ぎ
釣
り
、冬
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
つ
け
、ゴ
ル
フ
は
月
1

回
の
楽
し
み
で
す
。　

今
後
の
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
今
の
体
力
を
維
持
し
な
が
ら
、一
日
一
善

を
目
標
に
毎
日
を
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

　
南
郷
神
門
長
堀
の
木
村
理
容
店
を
営

む
木
村
勤
さ
ん（
79
歳
）と
奥
さ
ん
の
純

子
さ
ん
。勤
さ
ん
は
理
容
店
を
営
む
傍

ら
で
ゴ
ル
フ
練
習
場
を
管
理
し
、ゴ
ル
フ

ボ
ー
ル
自
動
貸
出
機
の
手
入
れ
を
し
な

が
ら
、芝
刈
り
、コ
ー
ス
整
理
を
し
、店
の

前
の
国
道
の
植
込
み
の
手
入
れ
も
手
掛

け
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
畑
を
耕
し
、

川
漁
師
に
も
な
り
ま
す
。そ
し
て
冬
に
な

る
と
、地
域
の
方
々
と「
冬
ほ
た
る
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
飾
り
つ
け
を
率
先
し

て
楽
し
む
多
彩
な
方
で
す
。

　
79
歳
と
は
思
え
な
い
行
動
力
で
、今

日
も
芝
、植
込
み
の
手
入
れ
に
余
念
が

な
い
。ゴ
ル
フ
練
習
場
も
緑
地
帯
も
、除

草
後
に
景
観
が
よ
く
な
っ
た
の
を
見
る

の
が
作
業
の
や
り
が
い
。自
分
の
行
く
と

こ
ろ
の
景
色
は
少
し
で
も
き
れ
い
に
し

た
い
と
い
う
80
歳
目
前
の
元
気
人
で
す
。

（
取
材
　
那
須
　
富
重
）

一日一善を目標に
南郷神門  木

き む ら

村　勤
つとむ

 さん

第22回

美郷町の元気びと

美郷町の
元気びと募集！

美郷町議会だよりでは、美郷町で

活動している元気な人「元気びと」

を募集しています。ぜひ、ご一報い

ただければ取材に伺います。自薦

他薦は問いません。ご応募お待ち

しております!!

議会事務局
TEL（0982）66-3607

　

大
雨
と
竜
巻
台
風
10
号
が
去
り
、暑

さ
残
る
初
秋
に
第
３
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て
の
審
議

が
主
で
あ
り
、全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
あ
り
、各
区

に
て
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
自
然
災
害
で
は
、想
定
以
上
の

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確
率
は
高
く
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。災
害
の
時
に

は
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

「
自
助
」と
し
、次
に「
共
助
」に
努
め
る
必

要
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。美
郷
町
Ｈ

Ｐ
・
防
災
サ
イ
ト
を
も
う
一
度
、確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
‼

　

秋
が
深
ま
り
ま
す
。秋
バ
テ（
気
温
の

変
化
に
よ
る
自
立
神
経
の
乱
れ
）し
な
い

よ
う
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。　
　
　

中
田　

武
満

（
編
集
）

　

美
郷
町
議
会

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　

広
報
部
会   部

会
長
…
…
山
本　

文
男

委　

員
…
…
若
杉　

伸
児

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

節
夫

中
田　

武
満

川
村　

義
幸

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

那
須　

富
重

※この議会だよりは１部 39.4円でできています。

▲国道の植栽の手入れ
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